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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

宮 0765-83-1100朝日町役揚・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下1133

人成祝s

［成人の日jの1月10目、朝日町では193人（男性93人、女
性100人）が新たに大人の仲間入りをしました。

アゼリアホールで行われた成人式には156人が出席。華やか
な振りそでや真新しいスーツに身を包んだ“新成人”の皆さん
は、はじけるような若さでいっぱいでした。

A
V介
幻

保
険
に
つ
い
て

医
療
費
は
今

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

境
問
所
で
雷
ま
つ
り

ま
ち
の
う
ご
き

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報
室

あ
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美
術
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⑤広報あさひは削保護のため南舗を使用しています
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表2：居宅介護支援事業者
（朝日町を通常の活動地織としている事業者）

らカ通平成12年4月

ますしト
・－－－－

介護保険がスタ

事業者名 所在地 電話喬号

朝日町健康福？d~票 朝日町道下1133 n83-1100 

朝日 特別養護老人ホ
朝日町j自555 t?83-2200 

目I ーム有機苑

坂東病院 朝日町道下900 合83-2299

黒
祭都市民病院 窯都市三日市1108・1 ll54・2211

市部
黒都市老人保健施

祭都市牧野690 ll54・2213
設Iカリエールl

入 老人保健施設
主岳 こぶしの庭 入善町小杉64 ll78-2500 
目I居宅介護支援事業所

言明日温泉治療所 宇奈月町日月日226 n65-2323 

※上記のほか、通常の活動1也i或には朝日町を含みませんが、

依殺があれば対応できる事業者もあります。

現在の一般的な名称 介護保険制度での名称 サービスの内容

ホームヘル／~ーの派
訪問介護

ホームヘルパ一等が家庭を訪問し、
進 身体介護や家事援助を行う

訪問入浴サービス 訪問入浴介護
移動入浴車で家庭を訪問し、寝たきり
高自官者等に入浴サービスを提供する

訪問看護サービス 訪問む護
看護婦等が家庭を訪問し、看護サー

ビスを提供する

訪問リハビリァーシ 訪問リハビりナーシ 涯学療法士、作業療法士等が家庭を
ヨン ヨン 訪問し、機能訓練を行う

医師等による医学的
居宅療養管理指導

医師、歯科医師、薬剤師等が家庭を

在 管理・指導 訪問し、療誌上の管理指導を行う

デイサービス 通所介護
高齢者をデイサービス施設等に適所

宅 させ、 1日単位で介護を行う

デイケア
通rftリハビリァーシ 品齢者を老人保健施設等に適所さ

サ
ヨン せ、1m聖位で機能訓練を行う

ショートスァイ
短期入所生活介護

品齢者を特別養護老人ホームに短期
（~ey~~建議老人ホーム） 間入所させ、介護を行う

ショートステイ 局鈴者を老人保健飽設等に短期入所
（老人保健総設）

短期入所療養介護
させ、 介護を行う

ビ 痴呆性高齢者グルー 痴采対応共同生活介 少人数で共同生活を怠む住居におい
ブホーム 護 て、痴呆性高齢者の介護を行う

ス
経費老人ホーム

特定自在設入所生活介 車2資老人ホームの入居者に対し、介
護 i重を行う

™f.止用具レンタルサ
福組問臭貸与

ベッド 恵絢子 持寺第予防用具等の
ーピス 縁組伺具を｛量りる

福徴用具購入
窟宅介護福祉問実鯖 入浴・排j世間具等の福他用具を購入
入 する

住宅改修助成 居宅介護住宅改修
手すりの取付・段差解消等の住宅改
修を行う

ケアプランの作成 居宅介護支媛
介護が必要な局齢者の介護サービス
利用計画を作成する

自在 特別養護老人ホーム 介護老人福祉飽設
常時介護を必婆とする品齢者等を入

E量
所させ、介護を行う

サ 老人保健施設 介護老人保健総設
病状安定期にある局齢者等を入所さ
せ、介護・機能訓練を行う

ビ
長期療養を必要とする局齢者等を入ス 療養~病床務 介護療養ll!/医療施設
院Eさせ、治療 ・介護を行う

：介護保険で利用できるサービス表 1

2-

介
護
保
険
制
度
が
平
成
吃
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
、
事
前
に
「
要
介
護
認
定
」
が
必
要
で
す
。
町
で
は
昨

年
の

ω月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
問
、
各
地
区
ご
と
に
申
請
を
受

け
付
け
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る
た
め
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
作
成
や
、
気
に
な
る
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

認
定
申
請
を
さ
れ
ま
し
た
か

平
成
門
凶
作
4
川
l
川
か
ら
、

ム
へ
ル
パ

l
の
派
遣
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
町
の
福
枇
官
業

で
行
わ
れ
て
い
た
制
批
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
介
護
保
険
へ
移
行
し
ま
す
。

介
誕
保
険
に
よ
る
介
誕
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
、

W
K
介
謎
認
定
を
受
け

オ、

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
考

え
て
お
ら
れ
る
方
で
、
ま
だ
必
定
を

交
け
て
お
ら
れ
な
い
万
は
、
必
ず
山叩

抑制し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
受
け
付

け
は
、
役
場
健
康
嗣
枇
川
、
新
川
地

域
介
地
保
険
制
什
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ア
フ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て

嬰
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
認
定

さ
れ
た
万
に
は
、
す
で
に
認
定
結
川
本

が
お
手
元
に
刷
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
平
成
門凶作
咋
4
月
か
ら
介
護
保

険
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
は
、
表
1
（
次
ぺ

l
ジ
）
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

を
依
航
し
で
も
、
利
用
料
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
川
一
一
川
州
の
作
成
を
依
粕
で
き

る
川
宅
介
設
立
般
市
ド
来
い
れ
は
k
の
uA

2
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

縦
山
に
川
ゆ
っ
た
－」
と
が
あ
る
助
ん
け
や

適
当
な
府
宅
介
護
支
閉
山
中
業
者
を
選

利
用
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て

介
捜
サ
ー
ビ
ス
北
州
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
る
と
き

は、

いゆ川
家
（
介
地
点
肢
匂
川
以
）
に

よ
る
作
成
を
居
宅
介
護
支
級
事
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
府

宅
介
護
主
閉
山
下
業
行
に
川
小
川
州
の
作
成

べ
な
い
喝
行
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お

%
併
に
お
問
い
ん
け
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明
川
川
役
助
川
出
版
刷
社
ぷ

2
m
i
l
l
O
O
（
山
総

1
4
3）

新
川
地
域
介
選
保
険
制
九
日

2
U
｜

3
3
0
3
 

介
護
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
保
険
は
、
以
上
中
的
に
切
%
の

公
伐
と
は
山
政
以
上
の
h
h
に
れ
判
し
て

い
た
だ
く
却
i
り
保
険
料
げ
%
、
川
刊

成
か
ら
μ
山
政
以
ド
の
万
に
れ
判
し
て

い
た
だ
く
第
2
サ
似
険
料
お
%
で
迎

叫
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
成
以

t
の
方
の
第
l
斗
保
険
料

は
、
保
険
で
給
付
す
る
介
護
報
酬
が

仙
限
定
し
た
段
階
で
計
算
し
て
、
決
定

さ
れ
ま
す
。
川
刊
山
戚
か
ら
似
此
以
卜
の

ん
の
却
2
け
似
険
料
は
、
加
入
し
て

お
ら
れ
る
似
出
似
険
料
（
脱
）
に
卜
釆

せ
し
て
徴
収
さ
れ
、

．松
山
町
保
険
パ
が

一
抗
し
て
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、

平
成
川
年
ロ
月
に
、
介
護

保
険
法
の
門
前
な
実
施
の
た
め
に
政

附
の
特
別
対
策
が
ぶ
さ
れ
、

「第
l

い可
保
険
料
は
平
成
門
凶
作
・
4
川
か
ら
9

川
ま
で
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
の
川
川

か
ら
ボ
成
は
年
9
川
ま
で
の
l
年
間

は
保
険
料
を
%
－
に
す
る
』
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
ト
化
凶
）

、－。、－
J

＋’’ゃ
J

t

目、

部
2
り
保
険
料
は
、
川

が
川
門
的
保
険
行
に
財
政
支
阪
を
行
い
、

れ
判
附
を
抑
え
る
も
の
の
、

「w
l

山山

内

M
年
4
川
か
ら
似
抑
保
険
料
に
人
パ
め

て
徴
収
」

さ
れ
ま
す
。

平成14年度

額

10月

j65歳以上の保険料｜

｜ 平成12年度 I 
1数ii : 
~)l I I I 

f呆｜｜幽閉相 ： 
険｜｜徴収無し；
半斗 ｜｜ ： 
蜜買 よl ’ 

4月 10月 4月 10同 4月

※網かけ部分が徴収する保険料額です。

全

平成13年度

半：額

-3 



医

は

近
年
の
人
口
の
高
齢
化
や
高
度
医
療
の
進
展
に
伴
い
、

費
が
唱
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
朝
日
町
の
国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
険
医
療
の
現
状
を
紹
介

し
ま
す
。

国
保
の
加
入
状
況

制
川
町
の
川
以
他
民
似
険
（
山
川
似
）

の
加
入
状
況
は
、
昨
年
の
は
川
i
H

町の国保被保険者数の推移

・・ー腫 Cコ 幸人 ．．週砲書

28 -ri-の叫
;;; 50イ1:

6 ≪><. . で
ー は
2:§ LI. 0 -
と ＼ % ζ
な 7_--;; s' 
’コ4 c:: 
て 3 被長
い人保市．
ま（険 j日mr す院（
。全 f}_Ulf 

体力II 全
の人体

僧
え
続
け
る
医
療
費

人

5.000 
4.5001・・・
4000 I 

3.500 t・ 
3000 ,. 

2.500＇・・・
2.000 
1.500 

1.000 
500.・・・

0 
1oa贋

制
什
川
川
似
の
平
成
旧
作
山
の
i

人
当
た
り
の
阪
附
貨
は
、
4
7
2
、

1
0
8
円
で
、
こ
れ
は
川
市
内
お
市
町

村
の
小
で
7
m
H
に
い
い
川
い
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

J

平
成
印
年
度
の
1
年
を
通
し
て
使

わ
れ
た
際
限
資
総
額
は
、
引
億
8
、

5

8
6
万
円
で
し
た
。
（
l
カ
川
ヂ

均
l
偲
8
、
2
1
6
万
円
）

川
保
の
加
入
者
の
方
が
、
ぉ
．民
有

さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
れ
己
負

制
一と
し
て
朕
附
伐
の

3
川
（
ま
た
は

2
訓
）
を

lx仏
い
ま
す
。
あ
と
の
践

9年度8lf.贋7年度6年度

老
人
保
健
医
窃
⑫
現
淑

つ
で
も
、
今
ま
で
の
院
療
保
険
の
加

入
者
と
し
て
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
で

す。

例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お

り
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

老
人
保
健
制
度
と
は

向
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る

方
は
釘
歳
以
上
）
に
な
る
と
、
「
老
人

保
健
」
と
い
う
制
度
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
年
河
川
り
が
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
の
白
川
の
負
担
を

軒
く
し
て
、
安
心
し
て
阪
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。た

だ
し
、
主
人
保
健
の
対
象
と
な

万円

76.0 

老
人
医
療
費
は
年
々
僧
加

左
の
グ
ラ
フ
を
凡
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
老
人
医
療
買
は
午
々
附
加
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
明
H
川
で
は

幻
必
8
、
0
2
8
万
円
の
名
人
訳
出
制

75.0 

69.0 

68.0 

74.0 

73.0 

72.0 

71.0 

70.0 

町の年間老人医療費
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21唖6874万円

．．総医療費

・－－ 受~省銀

’一1人当たりの医原資

25{1 

20檀883815円
20・2.377町内

10 zn問

20億

15｛車

101車

51章

。

毎
年
、

医
療

り
に
つ
い
て
、
川
の
川
民
地
山
保
険

が
負
制
し
ま
す
が
、

．恥
附
抗
総
制
か

ら
を
人
医
療
費
に
係
る
岡
山
小
の
公
出

白
川
一
分
を
却
し
引
い
た
削
川
川
川
川悼

の
立
払
制
は
、
平
成
川
村
小山
以で
山
M
U

7
4
8
万
円
に
も
な
り
ま
し
た
。

5
年
前
の
平
成
5
作
山
の
支
払
制

｛

9
的
2
、
0
4
8
．
h
川
）
と
比
べ
る

と
、
5
年
間
で
何
%
も
仲
び
て
い

ま
す
。

医
療
費
が
吉
田
い
原
因

①
老
人
の
加
入
割
合
が
高
い

平
成
川
年
度
卜
本
で
け
ん
る
と
、
被
保

険
有
の
う
ち
、

l
、
8
1
9
人
（
全
被

保
険
荷
の
お

・
5
%
）
が
叩
成
以
k

の
芭
人
で
す
。

5
作
山
川
の
平
成
5
年
一
以
の
芭
人
川

人
割
合
（叩・

ー
%
）
と
比
べ
る
と
大

町の老人医療受給者の病気種類別割合

10年度

貨
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

l
人
当
た
り
で
は
花
万
7
、
0
0
0

円
で
、
県
内
の
市
町
村
の
巾
で
も
尚

舶
な
医
出
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。

．弘山町内
H

が
削
え
て
い
る
必
附
と
し

て
は
、
生
活
判
的
病
な
ど
の
似
性
の

病
気
が
多
く
、
受
診
率
が
尚
い
こ
と
、

入
院
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
ゃ
す
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

右
の
グ
ラ
フ
に
一ホ
す
と
お
り
、
一
日

齢
者
に
は
循
環
器
系
の
疾
患
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

循
環
探
系
の
狭
山
忠
と

い
う
の
は
、

白
血
圧

・
高
附
血
痕

・
動
脈
硬
化
な

ど
、
血
管
の
異
常
が
も
と
で
起
こ
る

病
気
の
こ
と
で
、
脳
卒
中

・
心
臓
州

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

l
人
ひ
と
り
が
行
い
う
ち
か
ら
健

康
行
理
を
心
が
け
、
病
気
の
ur則
発

見
や
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
に
従
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
は
、

9年度8年度7年度6年度

円4
 

n
3
 

nV 
4
4
 

3
n『

日

司

円

－m
m

 

－9．

ソ川

守

4
目

…

。

…
4
4

J
U

札

一

一

－
3

一

♂

円
’

一

円

．
 

戸

町

一

位

－Z
e

e

－7・
一

』
－m一
：
；
：
：
一
・
4
託
，
J
0

・

〆
4
・

一

F3

e

円

一

，

同

，

o

’

9
 

，
一
Q
U

，

nv

F
A

t
s
 

島市
∞

・吋

A

時

－－

e・
o

・戸
4

F
n
d

ぶ

円

・

，
一
円

・

日

幻

・

d

的

d
β
今

d
j

s
的叫

・

・
0

・
岬

ω
叶
・0

・

／

3

’2
 

，

一－

－

f

佃
U

J

明

，
9

戸
之

’J
・・
0

：
－
E

ハU

‘

nヨ

m
0

・

マ
r

内

3

n

〆』

472,108円

国保1人当たりの医療費の推移

一一ー全国

円

一－－
Y
－ム

円〆」F
0
 

4
 円qd 

Q
U
 

nヨ
『

fqJV 4
 

一・ー・富山県ー一一ー朝日町万円

50 

45 

一
川
に
附
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
U
の
高
齢
化
に

伴
い
、
明
日
町
同
保
も
一
一
川
齢
化
し
て

い
ま
す
。

②
恵
ま
れ
た
医
療
環
境

辺
町
は
人
U
に
比
べ
て
．院
掠
機
関

の
数
が
多
く
、
受
診
す
る
機
会
が
多

い
こ
と
が
争
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
川
年
度
の
i
人
中
1
た
り
の
受

医
療
費
の
節
約
を

川
の
州
民
館
以
保
険
で
は
、
阿
川

ご
と
に
か
か
っ
た
医
様
費
を
、
毎
月

一医
療
費
通
知
」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
ー
カ
川
に
山
本
政
で
ど
れ
だ

け
の
民
的
白
が
か
か
っ
た
か
、
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
、

①
健
康
づ
く
り
で
す
。

れ
分
で
何
日
の
ロ
ル
仁
川
や
辺
助
に

討
を
配
る
こ
と
は
む
ち
ろ
ん
で
す

が
、
衣
服
ぐ
る
み
の
他
出
づ
く
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
州
出
版
な
・
米
出
に

的
対
は
寄
り
つ
き
ま
せ
ん
。

②
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

病
気
は
け
ト
く
見
つ
け
て
、
い
く
治

す
こ
と
が
肝
心
で
す
行
段
と
係
乙
』

が
述
、
っ
と
感
じ
た
ら
、

H
卜
め
に
診
山
黙

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
階
段
な
万
で
も
定
則
的
に

拠
出
ぷ
断
を
受
け
、
地
一
同
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

町
の
国
民
健
山
保
険
で
は
、
l
H

成
人
州
ド
ッ
ク
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
的
倒
的
に
ご
利
川
く
だ

4・・圃

・．．．．． ． ． ． ． ． ． ． 
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年度

※全国の平成10年度の医療費は現在集計中

10 9 8 7 6 5
 

40 

35 

30 

25 

20 

設
け
数
は
位

・
mm
u
で
以
内
で

3
係

自
に
多
い
日
数
で
し
た
。

③
医
療
技
術
の
進
歩

近
作
の
似
似
技
術
の
急
速
な
進
歩

に
よ
り
、
日
一
度
な
朕
僚
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

位
脱
水
恨
の
山
l
・
に
役
hu
っ
て
い
る

反
則
、
治
的
に
い
け
川
似
の
白
川
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
。

③
「は
し
ご
受
診
」
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ー
つ
の
…
制
対
で
何
人
も
の
お
似
行

さ
ん
に
か
か
る

「は
し
ご
受
診
」
。

同
じ
検
査
や
処
慣
を
伺
皮
も
繰
り
返

す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
川
じ
効
き

川
の
紫
を
州
航
矧
も
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
．
似
山
町
山
日
の
ム
ダ
他
い
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気
を
必
化

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
か
か
リ
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

日
々
の
他
出
m
M
川
に
欠
か
せ
な
い

の
が
、
か
か
り
つ
け
似
を
持
つ
こ
と

で
す
。
か
か
り
つ
け
以
は
、
山
市
川
さ
ん

の
叫
版
状
態
や
州
附
な
ど
を
縦
続
し

て
竹
町
し
ま
す
の
で
‘
泌
切
な
治
的

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
民
健
版
保
険
は
、
加
入
行
が
お

金
を
出
し
合
っ
て
際
療
費
に
あ
て
る

制
度
で
す
。
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
噌

え
続
け
る
と
、

皆
さ
ん
の
負
担
が
噂

く
な
っ
て
し
ま
い
、

制
度
の
維
持
が

附
難
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
が
よ
り
よ
い
診
療
を
心
が
け
、

医
療
白
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

－っ。

国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は、

健
康
福
祉
課
医
療
保
険
係
（
宮
内
線
1
4
5
）ま
で
。-5 
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なかま芝ぢ

手
芸
の
魅
力
を
紹
介

ハ
ソ
チ
ワ
ー
ク

純

計

令
ド
．
山小十

宮
川
佐
千
子
さん

（山
崎
・

um此
｝

｛

F
去
の
魅
h

川
は
題
山
市
と
実
益
が
あ
る

こ
と
で
す
。
払
が
仰
っ
て
い
る
シ
ヨ
ル
ダ

p 

高
島
敦
志
くん

神
間
町
の
向
山
克
・
美
紀
さ
ん

夫
主
の
長
男

（平
成
川
年
2
月

l
n生）

水
野
可
菜
ちゃん

辻
岩
崎
の
水
野
文
雄
・
幹
子

さ
ん
夫
裂
の
二
女

（平
成
叩
年
2
月
ロ
円
生
）

朝日町フレッシュテニス憂沼会

ー
パ
ッ
ク
や
ボ
ス
ト
ン
パ
ッ
ク
は
す
べ
て
、

山
分
が
作
っ
た
も
の
で
す
」

－M
川
さ
ん
は
刷
似
、

作r
．M
m
川ケド
仰
町
で
川

一
．M
行
わ
れ
て
い
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
・不
．

の
品
川
を
す
る
ほ
か
、
日
附
で
も
パ
作
ほ

ど
前
か
ら
地
以
の
万
に
も
教
え
て
い
ま
す
の

ま
た
、
さ
み
さ
と
小
川
ア
校
の

F
ぷ
ク
ラ
ブ

で
も
学
則
こ
ど
に
＝A

時
間
ず
つ
指
噂
。
子

ど
も
か
ら
ト
八
人
ま
で
、

下
ぷ
の
来
し
さ
を

紺
介
し
て
い
ま
す

F

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
は
峨
々
な
色

・
制
－

形
の
小
レ
仰
を
は
ざ
ん
川
わ
せ
て
．
つ
の
耐
を

作
る
予
三
の
技
法

3

ベ
ッ
ト
カ
パ

l
、
ク

ッ
シ
ョ
ン
、
峨
か
け
な
ど
を
作
る
も
の
で

す

「初
心
行
の
万
で
も
、

小
さ
な
ポ
ー

チ
な
ど
は
平
日
ぐ
ら
い
で
で
き
ま
す
よ
」

と
内
川
さ
ん
。

日
川
さ
ん
が

F
ぷ
を
始
め
た
の
は
幼
い

こ
ろ

「削
付
が
千
ぷ
教
引
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
以
初
は

μ様
は
ま
ね
で

や
っ
て
い
ま
し
た
」
と
・
川
川
さ
ん
。
「今

で
は
体
力
の
就
く
限
り
、
．

川
の
ト
八
平
を

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
子
芸
に
政
や
す
附

川
が
ほ
と
ん
ど
で
す
」
と
突
い
ま
す
。
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
は
独
学
で
覚
え
、
訓
門
会
が

あ
る
と
県
外
に
も
出
掛
け
る
こ
と
も
あ
る

熱
の
入
れ
よ
う
で
す
。

「今
後
は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
引
の
午

徒
さ
ん
と
大
き
な
タ
ペ
ス
ト
リ
l
（恨んか

け
）
を
い
く
つ
も
作
り
、
今
午
の
山
地
一
以
い

の
よ
化
祭
に
民
心
す
る
こ
と
こ
れ
が
う

の
拶
で
す
」
と
話
す
常
川
さ
ん
で
す
。

きわやかさん

6-

玉
水
奈
美
さ
ん
（
本
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

弘
の
拶
は
ハ
ン
を
作
る
こ
と
で
す
，

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
パ
ン
応
さ

ん
に
行
く
と
い
つ
も
ど
の
山
で
も
す

ご
く
パ
ン
が
お
い
し
く
て
ほ
こ
は
こ

し
て
い
て
、
あ
ん
な
の
を
作
っ
て
み

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

で
き
れ
ば
お

，
山
を
聞
い
て
、

満
足
し
て
も
、
り

え
る
よ
う
な
J

ン
以
さ
ん
に
な

り
た
い
で
す
。

水

島

圭

亮

く

ん

（境
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

慌
の
ψ
は
肝
球
逝

F
に
な
る
こ
と

で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
町

球
に
興
昧
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

父
さ
ん
に
や
っ
て
み
ろ
と
パ
わ
れ
て
、

や
っ
て
み
る
と
、
ど
ん
ど
ん
肝
球
が

好
き
に
な
っ
て
い
っ
て
、
夢
が
こ
う

合
3

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
野

球
を
が
ん
ば
り
、

t

拶
が
か
な
う
と

い
い
で
す

大平昌 代 さん（20蔵 ・境）

ーー 北｝氏自動中 E業 （船

毎週火・土曜日の午後7時30分を過ぎると20代か

ら70代の伸間が集まってきます。平成5乞 3月に結成

された朝日町フレッシユテニス愛好会は今年で早7年

になり、会員数も10余名から40名へと成長しました。

フレッシユテニスはスポンジポールを使用し、ダブ

ルスで行う気軽なスポーツです。フレッシユテニスが

始まると「ありやま－J、｛ゃった－J、「ギャ－jなど

と声も飛び出し、実に楽しいアットホームな会です。

昨年9用には富山市で北陸3県交流大会があり5組

( 10名）が参加し、 60歳以上の部では優勝、 40歳未満

の部でも入賞するなど少しずつ外に向かつてフレッシ

ユテニスの楽しさを求めています。また、フ レッシユ

テニスばかりでなく、花見やバーベキュー、マレット

ゴルフを楽しんだり・1 アルコールも大好きです。今

年もいろんな企画で楽しくフレッシユに行きます。

火曜日はさみさと小学校、土曜日はサンリーナ第2
体育室て・やっています。

～一緒にリフレッシユしませんか～

身ものもリフレッシュ

恵

さ

ん

（桜
町
）

五
箇
庄
小
学
校
六
年

似
の
ψ
は
午
校
の
先
小
いに
な
っ
て
、

子
供
た
ち
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
た

く
さ
ん
教
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

業
川
や
休
み
川
川
も

r供
た
む
と
た

く
さ
ん
准
ん
だ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
助
も
子
供
た
ち
と
よ
刊
に
な
っ
て

や
っ
て
み
た
い

で
す
。
そ
し
て

え
%
の
よ
い
、

や
δ
し
い
先
生

に
な
り
た
い
で

寸ヲ

山
田

仙

名

沙

織

さ

ん

（辻
岩
崎
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
六
年

私
の
ザ
は
サ
ン
リ
オ
の
会
社
に
人

っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る
こ
と
で

す
。
払
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る
こ

と
が
好
き
だ
し
、
も
う
円
l
以
k
の

キ
ャ
ラ
ル
」
作
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い

い
キ
ャ
ラ
、
強
い
キ
ャ
ラ
、
不
思
議

言
葉
づ
か
い
を
し
っ
か
り

付
会
人
と
な
り
、

も
う
す
ぐ

－
作

が
続
ち
ま
す
。
割
れ
は
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
の
給
油
と
巾
検
』
知
の
が

務
を
判
中
l
o

色
ん
な
人
と
段
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
楽
し
く
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

今
年
、

「成
人
の
川
」
を
迎
え
、

．．
 

パ
然
づ
か
い
を
し
っ
か
り
し
よ
う
と

以
っ
て
い
ま
す
ω

パ
で
は
キ
ャ
ン
ド

ル
灯
火
を
行
い
、
山
い
山
に
山
崎
る
成

人
式
に
な
り
ま
し
た
い

休
み
の
け
に
は
シ
d

ツ
ヒ
ン
グ
に

山
捌
け
た
り
、
ス
ノ
ー
ボ
l
ド
を
し

た
り
す
る
ほ
か
、

が
好
き
な
の
で
、

ワ
イ
ワ
イ
す
る
の

友
人
と

一
緒
に
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

結
婚
は
ま
だ
先
の
話
。
思
想
の
タ

イ
プ
は
汁
が－
M
く
、
や
さ
し
く
て
包

作
力
が
あ
り
正
必
感
の
強
い
入
、
ち

ょ
っ
と
欲
．
怯
り
で
す
が
、
今
年
は
そ

ん
な
人
と
川
会
い
た
い
で
す
ね

可，，，，
t

’t
o

’I
B

－－

r
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

帽

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

”
 －

 
．
 

『

’’’’
1
1
1

’L
 

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
霊
こ

う
さ
点
」

の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

2
1
2
）
へ
ご
一
報
を
。-7 
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...春雨マナ (19） 

町長のひとりごと

z ~· " <fi ＇＇• 、。守〈〉℃えがむ
‘. . ＇、 も ~.）・”＇ t

s・・’ea、・司＇・... ・
・もが 3内 官、山.1~
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I• IJぜ h ••• s d 
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え~i~~l~：と町
、，v、 ．・＂‘・

(12) A小JJ;U11l/f11(?) 

•Jfr'l衣 （ 17)

初役織の
~A桜イ1.
』tJfN久.h・
のず勉jlt;:ピド

ういうti..量正当ヲ
L思う111:・1'!

争rげf,I¥臨
しi•·!f.• ‘

'f1. 

r＝γ子勺
t~·· a、苦手十d

，ナケァ［－；
...レモンポッキー （15)

...小IW'll行j)（つ｝

給
食
の
時
間
。
お
弁
当
を
包
ん
で

き
た
ハ
ン
カ
チ
が
く
じ
ゃ
く
じ
ゃ
に

な
っ
て
い
た
の
で
j
e

保
付

『あ
ー
あ
ハ
ン
カ
チ
折
り
紙

み
た
い
に
き
ち
ん
と
た
た
ま
ん

な
ん
よ
」

M
；

「
う
ん
わ
か

っ
た
よ
」

A
’A

「う
ん
私
な
ん
か
ち
さ
ん
と

た
た
ん
だ
よ
」

A
ち
ゃ
ん
、
－
M
が
人
り
過
ぎ
て
・fH

禁
が
反
対
に
な
っ
て
し

4

ま
い
ま
し
た
。

8-

獅子頭を作りました

い
じ
わ
る
や
ち
ん
ね
。
凶
っ
か

• Pl (?l 企如jI 阪 (18)

係
か
ら

・：

昨
作
の
ロ
川
り
か
ら
、
み
ん
な
の

ぺ
l
ジ
に
「
今
川
の
・
＝
川
応
』
や

「今

川
の
課
題
」
な
ど
を
設
け
て
、
投
稿

を
必
る
の
は
ど
う
か
、
と
い
う
な
見

が
あ
り
ま
し
た
。
先
月
号
で
持
さ
ん

の
怠
比
を
聞
か
せ
て
く
だ
ち
い
と
占

い
た
と
こ
ろ
、
ぷ
け
ん
が
山
川
せ
ら
れ
た

の
で
ご
制
介
し
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
、
レ
モ
ン
ポ
ッ
キ
ー

さ
ん
か
ら
「
テ
ー
マ
を
山
す
も
の
は

払
と
し
て
は
良
い
々
え
だ
と
胤
い
ま

す
よ
。
品
今
節
や
行
引
を
テ
l
マ
じ
し

た
り
す
る
の
は
ど
う
で
す
か
っ
・
（
作

な
ら
桜
と
か
：
・
）
」。

ペ
ン
ネ
ー
ム
、

行
川
絞
菜
さ
ん
か
ら
「
先
川
の
巳
＆

T
さ
ん
の
ぷ
ノ
ハ
の
訓
組
M

と
い
う

食
岡
、
ト
八
賛
成
で
す
。
こ
の
ぺ

l
ジ

内
で
例
人
で
の
付
き
合
い
な
ど
は
あ

る
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
も
の
は
み
ん

な
の
考
え
と
か
も
聞
け
る
し
、
山
首
段

｛き
ち
ん
と
＆
ち
き
ん
と
）
言併ル）

A.（千f:f:iマナ（ 19)

J
e
川
「ス
カ
ー
ト
め
く
る
し
、

安
と

か
ぐ
じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
に
す
る
し
、

ま
え
ら
れ
る
ん
か
な
」

N
A
「
袋
に
入
れ
れ
ば
っ
か
ま
え
ら

れ
る
よ
。
は
ら
」

〔
風
を
つ
か
ま
え
る
〕
（5
倍ん）

同
低
で
遊
ん
で
い
る
時

j
；
「
刷
っ
て
い
た
ず
ら
や
ね
」

「
胤
、
ど
ん
な
い
た
ず
ら
す
る

I~ 
ドt

のつ・」

思
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
つ
て
、
も

っ
と
楽
し
い
ぺ
l
ジ
に
な
る
と
思
い

ま
す
』
。
以
上
の
2
人
の
万
か
ら
立

は
が
市
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
み
ん
な
で
ぺ

i
ジ
で
は
、

米
月
か
ら

．今
月
の
テ
l
マ
』
を
l

つ
決
め
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

必
策
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

来
月
の
テ
ー
マ
は

『受
験
』
。
受

験
生
の
刈
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
受
験

に
ま
つ
わ
る
思
い
山
や
J
な
ど
を
お

討
せ
く
だ
さ
い
。
（
投
制
文
は
内
自
作

が
究
わ
ら
な
い
料
仰
は
に
一
如
く
す
る
場

A
H

が
あ
り
ま
す
）

※
投
稿
者
の
皆
さ
ん
へ

『

A

J

川
の
テ
l
ア
に
投
日
制
さ
れ

る
万
は
、
イ
ラ
ス
ト
と
は
別
の
は
が

き
に

A
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に

は
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
氏
名
の
樹
載
が
倒

る
場
合
は
氏
名
の
ほ
か
に
匿
名

・
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
お
占
き
く
だ
さ
い
。

j
’A

「胤
さ
ん
怒
っ
た
か
な
」

〔ド
イ
ツ
の
お
話
〕
（3
併
ん
）

保
川
円
「
A
J

け
は
何
の
お
刈
が
い
い
つ
・
』

〈
：ん

「
お
お
か
み
と
7
．
れ
の
子
や
ぎ
』

。，
A

「そ
れ
、

ど
い
ち
ゅ
の
お
ぶ
や

っ
そ
ね
」

保
母

「
え
つ
ど
い
ち
ゆ
っ

」

B
E
「
う
ん
、
ど
い
ち
ゅ
の
お
話
」

c
j叫
「
な
ー
ん
、
こ
い
つ
の
お
活
や

ぜ」

A
：ん

「ド
イ
ツ
の
お
ぶ
」

－川
県
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
述

い
で
し
た
。

8
mwAV
イ
又

~~ 

〔問
題
〕

①
今
作
、

引
け
川
で
成
人
を
迎
え
た

人
は
つ
－

A
1
8
3人

C
2
0
3人

B
1
9
3人

②

「
ま
め
な
け
！
民
間
所
で

1
ま
つ

り
』
は
2
川
の
何
日
に
間
保
さ
れ

る
つ

A
6
U
H
 
13 
13 
II 

c出
川

｛応
＃
β
法
｝

み
M

は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
会
川
い

て
2
川
は
川

（
中

l
u
m印
れ
効
）
ま
で
役
場
総
務

訓
ω世
代
ハ
広
搬
係
（
一
T
m
l
0
7
9
3

制
川
川
辺
．
ト

1
1
3
3）
へ
法
っ
て

く
だ
さ
い
。
州
選
で
3
人
に
阿
川
内
弁

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
今
回
の
当

選
者
は
山
岡
本
湖
さ
ん
、
如
月
桜
さ
ん
、

M
＆
M
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

新年も聞け、月日の経つ速さ

に驚いています。新年会も中盤

に入っているJ.11、来年度予算説

明を受けています。収入の見込

みを計符し、支出のしくみ等、

どの家低の会計も同じだと思い

ます。

ところで、国民全体で支える

介護保険が今年4Hより始まり

ますが、未だ決まっていない部

分があり、大変な作業が強いら

れそうです。保険の対象外とす

る事業の予算検討、つまり住ん

でいて良かったと思える町づく

りの施策をどうするのか、それ

と同時に収納取が気になりま

す。また、地方分権一括法に伴

い、条例等の堕備もあり、 12
年度末まで大変なスケジュ｝ル

になりそうです。取拐事業の附

加とともに財狐も付いてくるの

ならば大鰍迎なのですが、l.tilも

県も厳しい純 fです。

整備を進めておりました特別

諸説施設等の竣工式のII程や、
舟川ぺり近くの「らくち～のj

のオープンを4月1l:Jにしたい

とパート職L1の持集を合め準備

を進めています。

国体においては、昭和33年
10月19日に天皇皇后両陛下が

泊駅に来町され、字奈月1品泉へ

向かわれたと記憶しておられる

方も多いと思います。その織な

深い思い山をと、当ll可では9月
のゲー トボーlレ大会、 10月の

成年男子9人制バレーボール大

会が1m~t：されます。そのころに
は、北陸自動11〔迫（制円一上越

間）の4Jll綿て慣が完了するよ

うにと祈っています。

(1月24U記）-9 



年
に

1
度
の
冬
の
祭
典

境関所で璽まつり

朝
出
町
で
は
毎
年
、
符
地
駅
の
特

徴
、
特
色
を
活
か
し
た
冬
の
イ
ベ

ン

ト
を
附
保
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
2

月
6
日
仰
に
境
の
「
聞
の
館
」
周
辺

で
「
ま
め
な
け
！
筑
間
所
で
叶
ま
つ

り
」
を
行
い
ま
す
。

会
均
で
は
、
郷
上
色
切
か
な
伝
統

芸
能
の
獅
子
併
を
は
じ
め
、

川
目指摘

の
時
代
か
ら
伝
『
解
さ
れ
て
い
る
H
本

と
ぴ
［
業
辿
介
会
山
山
以
主
部
打
と

日
場

は

境
の

「関
の
館
」
周
辺

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

出
店
が
い
っ
ぱ
い

まめなけ
町

県

民

税

所

得

税

の

申
告
は

3
月
内
固
ま
で

． 

例
人
の
川
県
民
悦

・
所
得
悦
の
巾

告
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
中止門

期
間
は
2
灯
時

uω
か
ら
3
川
同
日

附
ま
で
で
す
。

中
中LH
占
は
2
川
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
該
当
の
人
は
中
古
苫
川
紙
に
必

申告相談会場日程

期日 地 区 "°" 場:z:;; 

2月17日（木） I莞 中央農協境支所

2月18日（金） 宮崎 宮崎鴻漁協

2月21日（月） 笹 川 中央農協笹川支所

2月22日（火）
五箇庄 中央農協五箇庄支所

2月23日（水）

2月24日（木） 鐙谷 ・羽入 中央農協鐙谷事業所

2月25日（金） ｜ j自
朝日町役場 4階

2月28日（周） （全地区）

3周1日（氷） I 南 保 中央農協商保支所

3月2日（木）｜ 山 崎 中央幾協山崎支所
3月3日（金）

大家庄 大家庄農協
3月7日（火）

※ii I ~1j·IJ寺Ill］（まいずれも’I'前 911年30から’r-t長4時まで。

また、 ｜て.ii.'.以外にも2JI1611（村から3Jl151 I（村まで（ ｜：、

｜｜除く )1'.,lt4,¥税務泌で相談を’豆けます

医療の現場から
あ

島：3
岳；重
彦：霊
医！里
長 者

補聴器について
最近徐々 に聞こえが悪くなっ

たり、何を言われているかわか

りにくくなったりしていません

か。 加齢と共にだれでも頭の中

の聞き取りの力が悪くなってい

きます。速く走れなくなるのと

同じように、蓄の聞き分けを速

び
会
に
よ
る

「は
し
ご
絞
り
」

が
披

露
さ
れ
る
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た

出
ぷ
が
企
州
ぢ
れ
て
い
ま
す
。

出
店
で
は
、
脱
地
区
の
郷
土
料
酎

「
。
タ
ン
ゴ
汁
｝
「
レ
八
漁
釧
」
な
ど
境
な

ら
で
は
の
味
覚
を
ご
川
忠
。

ゲ
ー
ム
大
会
で
は、

ス
ト
ラ
ッ
ク

A富山県支部若とぴ会による Iはしご登りjの複線

ア
ウ
ト
や
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

汗
し
い
内
符
は
広
報
と
一
緒
に
配

ωし
た
チ
ラ
シ
に
あ
り
ま
す
が
、
午

前
川
時
の
閥
会
式
か
ら、

た
か
ら
温

山本
や
例
刊
さ
ぎ
波
引剛
山水
の
ペ
ア
山
口
引

券
印
組
な
ど
4
草
稿
最
川
が
川問
怠
さ
れ

て
い
る
抽
選
会
ま
で
、
子
供
か
ら
ト八

人
ま
で
楽
し
め
る
内
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

2
川
6
H川
は
、
ご
・訳
版
そ
ろ
っ

て
「
ま
め
な
け
！
境
問
所
で
雪
ま
つ

り
』
に
お
山
か
け
く
だ
さ
い
。

※
車
で
来
場
さ
れ
る
方
々
へ

九
五
以
川
辺
は
附
川
市
場
が
紋
く
、
中
1

1
は
併
ゆ
誘
導
い
H
の
指
ぷ
に
従
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う、

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

安
部
’
邸
を
記
入
の
う
え
、
必
要
沓
知

を
添
え
て
3
川
日
け
ま
で
に
役
財
脱

務
課
ま
た
は
各
民
漁
協
（
支
所

・
事

j出 く業
?ff.＼ た・だ川
11Ji だ・さつご

~ ~· ~ ~ ~E 
~j· 1＼好’.：.
;,1;: i守口
投．脱投
入 の 入
桁 q~ il'i 
に川J Lこ
人；n: 人
れはれ
な各て

い
で
、

税
務
留
ま
た
は
役
喝
税
務
部

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所

得
税
の
確
定
巾
告
を
し
た
方
は
町
県

以
悦
の
中
竹
を
す
る
必
裂
が
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
所
仰
の

A
mや
小
川U
H
HH

の

占
き
し
力
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、

の
川
利
で
地
N
R
別
に
相
談
会
を
聞
き

ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

中
山
川
が
川
い
て
い
な
い

し
力
や
記
入
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
万
は
、

役
川
場
税
務
泌
（
宮

州
総

1
2
l
・
1
2
2）
へ
お
問
い

、5
コム’－

s
m
旬、
、
。

ノ
1

4

4
・、く
T
さ
し

く処理できなくなります。聞こ

えが悪いとさらにわからなくな

ります。このようなときは、早

めに補聴器をつけて聞き取りの

練習をしたほうが聞きやすくな

リます。

年寄り臭いとか雑音がうるさ

いといって補聴器を嫌う方もお

られますが、すぐに役に立つメ

ガネと異なり、補聴器は慣れと
上
記

10-

若
獅
子
青
少
年
柔
道
大
会
（
%
向
同
市
）

中
山下
川
体
l
似
判
川
中

県
納
射
会
イ
ン
ド
ア
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

大
会

（
%
ア
奈
月
川
）

V
成
年
ル
久
子
l
位
後
紘
一
点
利
子
V
少

年
男
子
3
位
体
渡
彰
一

町
卓
球
選
手
権

（
%
引
日
中）

V
到
子
シ
ン
グ
ル
ス
V

一
部
l
似中小

山

．
K

2
此
鍋
山
俊
雌
V
て
部
l

u机
川
小
口
w
m
2似
森
附
汁
州
側

v
k
fシ
ン
グ
ル
ス
l
位
仁
ヂ
勝
美

2
似
小
川知
m
f

V
ダ
ブ
ル
ス
！
位
釧
山
俊
雄

・
市
川
削

教
子
制

2
似
水
山

一
反

・
魚
津
守

ψ
配
中V

敢
闘
賞
魚
津
字
、
中
小
野
市
道

｛全
国
体
会
出
場
者
｝

第

ω川
八
上
川
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

3月26日（日）

9:00～14:00 

受け付けは9:00～9:30

小杉町太閤山ランドふるさとパ

宇奈月温泉スキー場

2月のスポーツ
・ユニホック教室
2日（水）、4日（金）、7日（用）、9臼（水）
19:00～ 文体セ（サンリーナ）

・町民スキー大会
13日（臼）930～ 

・郡体スキー大会
13日（日）13:00～ 宇奈月温泉スキー場

．筆内ゲートポール大会
26白（土）9‘：00～ 文体セ（サンリーナ）

・町ピーチボール大会
16日（水）、17日（本）、18日（金） 19:30～文体セ（サンリーナ）

・室内テニス大会 －シングルス
27日（日）9:00 ～文体セ

ボ
ー
ル
選
抜
悩
勝
大
会（
ぃ以
ポ）

必
義
沙
織
（
龍
谷
川川
山
l
年）

第

5
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ユ
i
ス
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
（
日仏
心
）

袖
野
建
（
朝
日
中
2
年
）

第1回三位代

ニコースポーツ・ゲ－l>.六会

レス

内容・ 富山県レクリエーション協会の

説明と指導 自由練習

－ユニカーJレやフリスピ一等各種

目を行って得点を競います。

参加費 大人1,000円子ども600円

服装 運動のできる服装・内ぱき

申し込み ・問い合わせ

参加者の氏名、年齢、住所、電話番

号を太閤山ランド（n0766-56-6116)

まで。

日時

会場

火
消
し
の
心
意
気
を
示
す

ー
朝
日
町
消
防
団
出
初
め
式

制

n町
消
防
聞
の
山
初
め
式
が

1

川
6
l
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

2
6

0
人
の
消
防
州
民
が
脇
下
八
崎
山
で

川
火
災
祈
願
を
し
た
後
、
泊
地
内
で

一
済
政
水
。
火
山
し
の
心
む
気
を
不

し
ま
し
た
。

ま
た
、

こ
の
日
は
優
良
川
防
同
日

仏
以
び
無
火
災
分
同
の
ぷ
彩
も
ゐ
わ
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

練習が重要です。欧米では年齢

を問わず、聴力が低下すると迷

わず補聴器をつけています。ま

た、周りの方にも協力していた

だき、正面からゆっくりはっき

り話をしていただく必要があり

ます。

補聴器の種類は、耳にかける

タイプ、耳の穴にすっぽり入る

タイプ、従来からある箱のタイ

プに大きく分かれています。補

朝
日
町
長
功
労
章

本
IJ:f 

m（第
1
分
何
分
同
長
）

朝
日
町
長
無
火
災
表
彰

第

1
分
間
（

9
年
間
）

第

2
分
川

（
2
年
間
）

日

3
分
川
（
4
作
川
）

第

4
分
団
（
2
年
間
）
第

5
分
団

出
6
分
川
（
3
年
間
）

（

2
行
川
）

朝
日
町
消
防
団
長
功
績
章

迫
山
品
川
（
如
l
分
川
川
以
）

3
分
川
馴
．
長
）

J腿
llH 
'}j y I 

)ijf' Ll I 

~ ~ 1-. 
4 立川
分~－；純

（第

2
分
間
班
長
）

M
班
長
）

此）

水

μ限
必
γ

（出
6
分
川
川

U
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
状

大
合
市
二
第
l
分
川
班
長
）

伊
藤
友
文
（
却

5
分
凶
凶

（第

3
分
川
同
日
以
）

5
分
間
同
ハ
ロ
）

柿
1-t 

ιl川
芝川 凶
?11光川

mn
樹
（
却

2
分
州
問
員
）

聴器は高価な買い物ですが、高

ければ良いわけではなく、値段

よりも使い勝手と耳にあったも

のが大事です。

まず、現在の耳の状態と聴力

を医療機関で判定していただく

ことも大事です。補聴器が必要

な状態であれば、無料貸し出し

をしている認定補聴器販売店で

2週間ほど借りながら練習して

みてください。_,, 
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豊漁と航海の安全を祈願
一朝日町大漁安全祈願祭－

漁業を取り巻く環境が厳しくなる申、宮崎の鹿

島補社で 1月13日、朝日町大漁安全祈願祭が行

われました。

この大漁安全祈願祭には、魚津町長をはじめ苔

漁協や漁業関係者など約40人が出席。神事に続

き玉ぐしをささげ、舎年1年の豊漁と航海の安全

を祈りました。

この後、水産漁業の発展に功績のあった5人の

方に表彰が行われました。

水島近太郎さん

探知窃から表彰を受ける酒井猿さん

快適な生活環境を目指し
ー 下水道事業、朝日浄化センター建設工事ー

公共下水道事業の朝日浄化センター建設工事の

安全祈願祭が東草野赤川地内で行われました。

祈願祭には魚津町長をはじめ工事関係者など約

40人が出席。神事に続き玉ぐしをささげ、工事

の安全を祈りました。

朝日浄化センターは、下水道の終末処理場とし

て建設。平成13年度末の一部供用開始を目指し、

海化センターの処理能力は認可を受けた地域60

ヘクタール、処理人口は2,790人。建設置は約6
1意2千万円となっています。

栄えある受章おめでとうございます

平成11年度富山県建設優良工事等表彰式が12月6
目、富山県民会館で行われ、酒井集さん（山崎新）が

産業経済部門功労を受賞されました。酒井さんは、多

年にわたり測量設計関係団体の要暗にあって組織の拓

充強化や会員の段術向上に尽力するなど斯界の振興発

展に寄与されました。

また、高齢者叙期の伝達式が12月24日、富山県庁

で行われ、水島恒太郎さん（境）が勲五等瑞宝章を受

章されました。水島さんはBB利6年3月に境尋常小掌

般に奉職以来、 38年にわたり教育を通し、人材育成

に努めるとともに教育環境の整備に尽力されました。

2市3町の燃やせるごみを処理
一新清掃センターfヱコぽ～とjで火入れ式一

新川広既圏が朝日町三校橋地内で建設している

新清掃センタ－ r工コぽ～とjで12月24日、火

入れ武が行われました。

新清掃センター ［工コぽ～とjには3つの焼却

炉があり、処理能力は 1日16時間稼働で174ト

ン。総工事費は約80億円で、ダイオキシンを除

去する活性炭吹込装置が設話されています。

火入れ式には新Jll2市3町の首長をはじめ関係

者約100人が出席。掬事に続き、各焼却炉の点火

を行いました。

患者さんの気持ちを利ませました
ーあさひ総合病院で朝日岳の写真を展示一

患者さんに快適な入院笠活を送ってもらおう

と、あさひ総合病院の待合室や廊下に朝日岳や高

山僧物の写真が飾られています。

入院患者さんらの環境を考える同病院のアメニ

ティー委員会が企画したもので、登山愛野家や朝

日小屋に集まる方々からの写真約50点を展示。

患者さんたちは四季折々の朝日岳をはじめクル

マユリ、ミヤマリンドウなどの高山植物、雷鳥な

どの写真を眺め、 r,e,，が和みますjと話していま

す．

News & Topics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています．

（念83-1100 内線21 2）へ

冬の市も大盛況
ーなないろKA Nで冬の市開催ー

お正月を前にした12月19日と26日の2日間、

な広いろKA Nで冬の市が開催されました。

舎年で3回目となった冬の市には、なないろK
A N朝市組合の23団体と3個人が出店。新鮮な

野菜や手作りの農産加工昂のほか、しめ飾り、切

り花といったお正月用昂が販売されました。

市価より安く販売されているとあって、開店と

同時に大勢の人が詰めかけ、お目あてのおを貫い

求めていました。

‘鋼‘・．

' 
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0人をいたわり ι人を憂し o人を信ずる

この0が社会福祉ののである．tim 

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福

祉団体です。

場所朝日町福祉センター内

~83-0576 
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段
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均

ン
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※
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在

健康インフオメーシヨン
問合せ：保健センター fi83-3309 

｜ ’H 業名 I Jl II 
｛対象者等） 受付時間

2 JI 151Jl1<1 

歯科相談
(fM，！炎治望者）

（よありがとうあたたかい志
泣:Ji ω朝日町苔恵設行

「歳未たすそヂ、運動募空収支報告寸
和額 3 461 963円

単位 ：干円出支収入

． 愛の袋路二 町見舞金田 町善意銀行

単位 ：千円

1t:i (111位、さんから硬貨

15.5601'1 

。111r1tJI~ 

波11¥J作松さんから1凶貨

1,715111 

。制｜｜ロータリークラブさんから

I 00,0001'1 

。IJJf

基~i~~i存センター
2 J l 1611附

13:30～l 5:00 

f~！他センター
2川2211仰

13:00～13:30 

機能訓練

()JI月半＂I後遺症者）

新川保健所

2J1711・2111
t、ずれちω
13:00～14:00 

心の健康相談

（予約附が簡で引
けちします。（ft52-1224) I 
痴ほうtt.~人の梢譲ち受けます J

女性の健康相談

（忠作jg ら出4：滞i』こ
女fl:.’0〕身f4i的・ti'iPl1(J(Jil日みj

11f.辿~~RM 円

13:00～15:00 アーモンドクッキー

バニラオイル・・・・..~：.t 

小!l:.粉・・・ーーー・ ・30g 
l人分エネルギー

218.9kca 

「恥

J
t
h喝

阿
見

Q
U

・s－
n
U
l
t

亘

……

1

－，．RM
・

－‘r・

一夫
一

…
…
わ
」

－r1
一
一・－
1／

一料
一

…
…

げ
い

一材
一
桜

一
円
か

f
l＼
砂

卵

λ

浴

ねi川｛以健所

2J11811樹

13:30～13:40 
保健センター

すくすく教室

（’刷～2か月のぶちゃん｝
とお／：Jさん ｝ 

Q!i>in I：業所従業員一向さんから

10,0001'1 

2 JI 91 1附
9:30～l I :30 

ゆめつこランド
（保打19i
その家紋

保健センター

10,000111 。とく計さんから

4,4101'1 

。辿in;1111’WllI地械協議会さんから

24.8701'1 

。制llダンスクラブさんから

10,0001'1 

Jll f湾怠銀行へ寄せられた削，；l~訟の－

~IIを合わせて、 Illf I々の＇U,r;体｜出家庭

や泌たきり名人、市山心身｜時計おさ

らには県内のHi¥M:/il!i ,rz入所行 ・長期

入院者など598名のIi々に’Jif.)i貨を

合め3,461千円余りの見持金をお属

けさせていただきました内

背さんから、心のこもった地かい

f愛の袋j募金をiO、市せいただき誠

にありがとうございました。

皆さんの真心をお届けしました

とく名さんから 30,0001'1

。とく riさんから

。横J己

11f. { J~実施している“綾~－＇.たすけあ

し、ill!勤”は、昨年12月lIIから31

｜｜ までの lカjj問、「地域でささえ

あうあったかいお正月Jをスローガ

ンに全11q的に版関されました。

制11Blfでちこの期間に f愛の袋j

持金を実施し、町民の皆さんから、

たくさんのは心のこもった持金が市

せられました。

この鋭':Ii: と制｜｜ 町か らの！，，！挑~~に

①材料を，）J・り、小ぷ粉は21川｜ふる。
ふれあい広場

[fUl19~入所制幼児と）
その家的、 ｜ 
境地｜ベの尚l始者 ) 

②オーブンを余熱でil..'tめておく

③バターをクリーム状に繰り、そこへ砂側、 JjJi
の~iiこ加え、よく泌ぜ.－~わせエッセンスを加

える

仰のfl)＇（（境）

2Jl29LJ(ll() 

13:00～l 3:30 

2川231J(!J<) 

9:30～11 :30 

保健センター

~＇こ①をJniえてさっ くり益凶行わせる。

i米他センター
2川2211(刈

9:30～l 0:00 

※｝ 

3か月児健診
(I I ~i: I I J j生まれ

4・5か月児健診
(II fド9Jl生まれ ⑤ょ：似にシー トをひき、 i湾く PJrIました＠の＇）：）山

を人れ、アーモンドを.JI！べる。
※） 

1歳児健診
(I 0年12JJ・I l年lJ-J’1：＿まれ※）

7,000111 。と く名さんから2JJ I li(:kl 
9:30～10:00 

l毛）J~久J宝さんから硬貨

24,6491TJ 

。Ji索隊
50,0001'1 

。大家／EJA ft性部さんから環境フ

ェアー収統合 10,0001'1 

14-

QJ=J山、（；川止：：雌さんから 4,0001'1

とく名さんから。行

50,0001'1 

Q';;..;11的i11I漁業協同組合「善意の和j

5,943ドl

。八｜｜会さんから

息で事業を実施しているむのです。

昨年度まで賢助会llの持出は町内

会・民生児m委11を辿じて行ってい

ましたが、今年度は社会k1ifll：協議会
（品川．センター内）及び役以他脱悩祉

課の窓Uで受け付けていますので、

lllf L＼＇.の符さんのi~.lかいご協）J をお願

いいたします。

会貨は年 I11 lβ00111てイ11J円でも

できます3

賞助会員を募集申！

⑥1701立でζんがりきつね色になるまで続き、

冷める1iliに5、6センチ）11.j/jに切り乾かす
l~Hll!センター

＝温かいご協力をお願いします＝

1口： 1,000円（何口でも可）診療盃蚕雇語藷：午後5~
~83 -2299 I 

~ I：会 h1l ~11：協議会では、 今fドも h1i ~ii: 

IY:I係＇ J i~をさらに向上 ・ 充実させる

ために、 tt助会品の募集をuってい

ます

符さんからの賛助会費は、 ~I：会弘i

ht·J~~の J，~金として積立て、その干IJ

院

定宝83-3391
－」

乞~83ー0504

fi82 - 005~ 
;n2・鏑4土 BllEl t;t外来休鯵｛民 行｝で守 ．

：愈思tJ:夜間・休日を問わず、24時間いつでも受付けします。

病院

医院

院

院

病

医

医

2月の休日救急

6日目 煩東

11日働 松宮

13日目 丸川

20日目伊東

27日目 松

l~lll.J!センター

保批ンタ－1
3歳児健診 I 2J 1241 1附
(8年9)j・10月生まれ※）I 13：・00～l3:30 

1育児相談 2パ1611(11<)

じ~談話守l舟 ※） 19:30～11 :30 

書

｜⑨一教室及び健康相談（い…自）は2削日 18日
25日、 3月 3日（~、ずれも金曜日）午前9B寺30分から保健センタ
ーで、老人福批センターでの健康相談は2月1目、 8日、15日、
22日、 29日（いずれも火昭日）午後 1時30分力、ら、2周16日
（水眼目）は豪華字集洛センターでも行っています。

」 戸気軽にお起しくださぃ。

U83-1160 0あさひ総合病院

圃・15
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亦い靴、われは海の号、みかんの

花咲く匠…。長く愛唱されてきた

71曲をとりあげてゆかりのit!lを訪

担、その誕生と普及にまつわる百々

の感動的な逸話を揺り起こす．作詞

雷、作曲者、歌手たちのき難と栄光、

出会いと別れ、そして打ち寄せる時

代の波浪。いま静かなブームを呼ん

でいる唱歌童謡に秘められたドラ

マへと誘う短編ヒューマン －ドキュ

メント集。

205 

・1

I 10 

987 

./ 

ill! 

219 

178 

2"'"' －’.） 

自志箔介

栂原克叉

『唱
歌
・
童
謡
も
の
が
た
り
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読
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新
聞
文
化
部

2(it1 

休館のお知らせ

コンピェータ化の作業、蔵占

点検のため2月24IJ （水）から29

日（火）まで休館します。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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石田衣良

青の炎

エンジェル

力ムナビ（上下）

本の紹介

朝日町立中央図書館（tt83-0574)

秋山ちえ菩

三浦綾予

本し

ω

新

ω
回

一
明日をうたう

す。ごみステーションに出す場合は、

必ず穴をあけて中身を完全に抜いて

から出してください。

また、消火協やガスボンベは収集

できませんので、購入先や専門の処

理業者に引き取ってもらってくださ

燥発事故が発生すると、ごみの収

集や処理をする作業ができなくなり

ますので、ご理解とご協力をお願い

します。

がありました。

宮沢清掃センターでは、破砕機へ

ごみを入れる前に注意して、爆発物

や発火物など機械をj裂すようなもの

は取り除いていますが、それでも大

量のごみを披う巾では見逃すこと も

あります。

中身の残ったスプレー缶やカート

リッジ式ガス缶などは、収集$や清

掃センターでの爆発耶i牧の原因とな

ることがありますので、大変危険で

tio11 

燃やせないごみの出し方
についてのお願い

『スプレー缶などのガス缶は

使いきり、穴をあけて』

最近、ごみ収集車や処理場で燃や

せないごみの中に入っていたガス缶

などが原因と思われる傑発事故が起

きています。今年 i月にも黒部diの
・；：・；沢清掃センターで燥発事故が発生

し、処瑚作業を行う破砕設備に被苫 四日歌・m総ものがたりEI 

あらみなおこ

I大切にされる人jされない
斎藤茂太

優生学の復活？

「まなびjの時代へ
ワークショッブ－ミコ一揖苔

吉、身は幼児となりて母を慕い

t要持よしこ編

8・アップルヤード

あしたはきっと晴れ

人から
人

ら＂＇’下’＇tの子供を対象に、無利子で

1! し付ける；l~J/主です。一時金 l 5Jj 

5 r1・1、jj孤2)j円、入学支度金4

万4r1 ~ で、返済期間i も！~< (20年
以内）安心してmりられる；HIJJSLです。

品しくは｜’｜助11（事故対策センター

出111立川（tt076-433-1631）へc

ro門七海

勉

｜事

児玉活憲

進

氷上

前田

寺田

黄金結界

申。市街地商店街の活路

ゴミはなくせるんだ！

決定版百間の時代小説

風はアグンスト

泥の花

ご寄付ありがとうございました
〉金山の尚m~·t.さんから町へ主人制

hi：充実のため10万円

r> I ＇~I探ソロプチミス卜白山一点

会Uf問111.X；子さんから「！成人を

祝う｜誕｜川代Jとして 3Jil'I

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

険性もあります

外向に移fl：されるJ弘行も引き就

き、！ iii民~I~~！｝.に1111人される ζ とをお

勧めします 保険料の納付万法や＜r
f訟の受け取りん．については、出同の

1)ljに役場のI1il L~ ~ 1 ：令係（tt内線 132)

にご相談ください。

交通遺児への育成資金
「l動車事的対策センターでは、交

通;u児等へのft成資金の口付けを行

っていますd これは、｜’｜動車事故が

IJ;( 11,1で死亡したIi、または'Rl立の後

jjJ[l.＇~~1；.が成ったん．の r~~で、 oi:.誌か

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
吉川なよ号

携内秀夫

伊藤章縫（也

日本テレビ絞送網刊

レシピ集粗食のすすめ
寸

町の工事発注状況（500万円以上）

一このコーナーは町が入札したものを掲載していますー（Hll.12.1～12.31) ID¥に刻む20世紀の名言
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l裁判所出張調停相談 I 11 "l 年金相談 I 
7聞 10:3い 印刷lセンター 123日明 10:0い伝00 例会れ｜

8竺i~~~：h：：東｜竺~c~：~~o~里丘~と4
9 ｜年金相談 ， ｜・教育相談
日制Ito:OO～15:00 役刷会附 川 水 川！｜｜

’ 一 一一一 一一ー｜ 会82-1000

｜心配ごと相談・行政相談 ・子育てママ応援テレホン
15日州人権相談 I i l～仰が1I 8::30～ 17・：00

13:00～16:00 ~.l~tセンター ｜ 怨 83-1920 

9:00～16 00 

2月の音種相談 011淡 則

16-
～納税は便利な口座振替で～固定資産税 （第4期）

｜ 2月のガソリンスタンド休日当番店

16日個）兵岡商 店ltt82-0578

I 1 1日働ω 全店営

113日日中 央農協ln a3-1135

20日日l朝日石油ln a2・0661

巴哩i大詰石油itt82-07日

交通事故発生状況調 I 
12月来波長£ ( ）内は前年同月比 ｜ 
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パートタイム労働ガイダンス
～パートタイマーの悩みに蓄えます～

2Jl21 fl(fl) 

午後 li時30分～4時

アゼリアホール出5研修布場所

内容

0 I 03Til1Jの培って（11fのことつ

Oパートの税金 ・社会保険 ・年金

Oハートの仕事 ・求人 ・求職状況

O働く前の心情え、不安解il'i

何人でち気軒に相I.談ください

側人別のご相談も受けます

定員 50名

受講料 )!lffl 

申込先 m.iH公共椛~交正r~MI I分

本（tt82-0198）糾吋北町

（勺｜｜ち受け付けます）

年金だより
l-'U民年令は、 If.＋；にfl：む20此以

1-.60版本i前のすべての人がIJll人す

ることになっています。

i/lj外に(j：む｜｜本人は、品製すれば

)Jll人することができます。

1q民年金に加入することにより、

左後の保隙はむちろん、附宮、正i族

：ニ付する保障ち同じ除に受けること

ができます。

近年、 11t11漂化が逃み制♂jえを.(j;~J. さ

れる人や、i/ti外に移（］：することを掃

引する人も削Jiuしています。しかし、

海外に住んでいてち芭い｛士、必ずや

ってきますし、 不信：の・Ji般などのfι

日時

」
～2月29日（火）「はたちの献血キャンペーンj
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オートキャンフ場の予約受け付けを開始します

なかじろKAtJ J J l 11から受け付けます。

オートキャンプ場の常業は4}Jか

らII J jまでで、 予約は使用同の2
カ月前から受け付けます。（受け付

けはjJ 単位。例えば5打中に千IJ川し

たい場合は2カ月前の3JI I 11から

予約を受け付けます。）

問い合わせ先 制日ヒスイiltil1~オー

トキャンプ場（ll83-0126)

健

せらお淘
無料税務相談

北｜喰悦周！ I：会では、何年、税務に

｜則する fl Ll炎を1!l~料で受け付けていま

す。制J炎は、所得税のi龍山111行や迎

f.tの相談、相続税や贈ら税、 w人税

などすべての税金です。

日時 2 JJ23日（水）

’1:1]li I 01時から午後 411.~ まで

f.{t i μ.ショッピングスクエア

サンプラザ

［電話による無料相談］

2)12311（水）午後 l時から4n.•；まで

ll076-425-8480 

場所

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

tρ 
第42回朝日町ビーチボール大会
日時 2 JJ 16円（水）午後711与30分

から1811（金）まで

場所 サンリーナ

参加資格 制111町に在住または勤務

し、渦15版以上の人で，・；；j校＇I＝.：ゆ｜除

く ただし、勤労学生、協会改似行

は11¥JU11f, （、｜化成l！？手4JJ111.f!lfr 

の満年齢）

チーム編成 男k混合とし、コート

！人！はリJ2人、 !J:.2人とする。コート

内の~Fの介『rl・年齢を次のとおり

・Aクラス－フリー

．日クラス…150歳以上

・Cクラスー180巌以上

・Dクラスー200歳以上

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

制｜｜川の臓!lを次のとおり持出し

ます。

採用予定人員

！＞ 介.~~l級リi-l"l!1の賢栴をイイする
行·~~~1H IJ・・H ・・・・ 1 rrrn皇2

b介，i並立W1Hl'll.i(I脳託員） J計制度

受験資格

九法免J「・百栴を有する人

採用予定日

千l成12<1: 4 JI I II 

試験の日－場所

3JJ l ~itJ 制11nrr役場

受付期間 2JJ I II（火）から2JI 18 

rl(金）まで役期総務課で受け付けま

す。，，，込，＇｝は総務課にあります e 詳

しくは総務訓人ポ係（まま内線215）ま

でお11¥Jt,、ηわせください。

岱83・3700

18-
or求人情報一覧表j もこ和JJTIドさL、。
0詳しいことは、魚津公共q:;t！路公~irr~リl 卜l分窓会82・0198へお問L、合わせくだ怠L、。

新川むつみ園の職員
採用予定人員

’1:. i,fj~'fi将 11（知的障害者の保護指

将来訪咋）… l名

申し込み期間 2月14日～2411

採用時期 、ド成12<i:4月lI.I予定

試験の日・場所

3川311（合） 人丹lflf民会館

受験資格

－学校教fiilにl占づく大学、制IDI大

学または1.'H'I学校において、制祉学

（社会学）、教打乍、心理学のtji.｛伝を

取引してベベ$した者及び平成12<r: 
Ji までにが~~見込みの者

－ 社会R1i~I：胞ぷ虫／jf諸経験者で lて，li.＇.と

同等のCT怖があると認められる行

－｜：級…11(1利148{1.:4月2blから1171

fll53lド4JI I 11までに生まれた行

. IJI級…11(1fll50年4J-J211から1111

手1155｛ド4J J I IIまでに生まれた行

申し込み先 人／fBITi1fi山新2208市地

新川むつみ同（岱78-1131)

お問い合わせ

2/5（土）

参加費 lチーム5001']

申し込み 2月10円（本）までサンリ

ーナ（ll83-I 838）へ。

ガラスーじがは、ガラスつぽ換え作

業のため2J J l日から2511まで休

みます。ガラス体験は2月2611以

降の上・ 11・祝円に体験できます。

岱 83圃 2000アゼリアホール情報

集嬰

O展示発表

I l円～1311 ロビーl. 21栴

1ミ術 ・，＇｝迫 ・写真 ・地歴 ・パソコ

ンクラブ ・ホームメイド

Oステージ発表

1311 ホール13:30～15:00

放送演劇 ・吹奏楽

映画 rGTOJ上映
13:20～15: 10 育料

映画・アニメ3本立て上映
（ピーストウォーズ・スーパードールリ力ちゃん・ミクロマン）
15:30～17:00 育料

日曜ミニ朝市開催申！
毎週日曜日にテープJレ2つぐらいの規模ですが、ミニ朝市を開催

しています。〈時間） 9:00～16：・00（販売〉行種野菜 ・花など

情報

2月の営業について

第7回泊高文祭
（泊高校文化活動発表会）

2パ1(金）～2パ3（日）
10:00～ 17:30 

ぜひ、お越しください。

．．．．．．．．． 

休館日 2月1・8・15・22・29日

あじわい館休業日

2月21・23日（その他の施設は午後5

時までの営業となります。）

〔町の人口〕平成12年1月1日混在

人口 16,548人（－21)
男 7,796人（・12)
女 8,752人（ー9)

世帯数 5,108 (-2) 
（ ）は前月比

・お問い合わせ
朝日町役場総務課秘書広報係
〒939幽 0793
朝日町道下1133
tt83-1100 FAX83-1109 

．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 

-19 



No.534 
発行 l朝日町役場。富山県下新川郡朝日町

番手む

⑮
ー
あ
さ
ひ
の
美
術
！
日
一川崎れれれ
れ寸
⑮

・2000.2.1

G診

「エ
ッ
グ
マ
ウ
ス
」

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

心
開
×
印
セ
ン
チ

1
9
9
0年
作

橋
本
文
良

7
9
4
9年
生

－~~~－·関宮血··－~·

?f ~・

’•Y,J川:_ill f

~！ f 

jfj 

ト

松l
了

じj吋必；（見）長：勿2

1 2/ 1 4 近ff~手当（9}) ~~ 

｜噂 Jド
なi

I 1/20糊くるみ（広）葉

イi川：維新（男）12/2 

12/7 

lllf 

;J< 

f五

被

!!JJ 
子

12/ 14 ， •；－.；！－：徐自（女）まみ－f-

ヤ
’H‘強掛端噂魁ー：品、

ザtii.t列島
e媛亀倉

4
d
A’
 

型ft；ぇJ 2/17 j'i'.J: 1：.~ 

「
エ
ッ
グ
マ
ウ
ス
」
を
先
制
仰
山
ハ

で
ひ
い
て
も
、
み
つ
か
ら
な
い
。
い

っ
た
い
何
の
川
副
な
の
か
。
ひ
ょ

っ

と
し
て
・：
マ
ウ
ス
と
あ
る
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
閃
辿
の
吉
柴
で
な
か
ろ
う

か
と
調
べ
て
み
る
と
、
マ
ウ
ス
の

一

つ
で
「
エ
ツ
グ
マ
ウ
ス
」
と
い
う
の

は
尚
川
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
作
川
も
胤
以
や
的
物
な
ど
を

捌
い
た
モ
ノ
で
は
な
く
、
折
れ
動
く

け
々
の
感
的
を
ド
ウ
｜
ド
ル
と
い
う

端
科
き
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

メ
カ
ニ
ッ
ク
に
強
い
作
家
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
州

刷
附
成
に
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

作
品
卜
し
のド．
山
で
あ
る
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
も
、
愛
川
の
パ
ソ

コ
ン
の
マ
ウ
ス

を
駆
使
し
て
つ
く
る
メ
カ
ニ
ッ
ク
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
縮
小
拡
大
、

さ
ら
に
V
J
到
に
掛
っ
て
版
下
に
は
り

こ
む
。
そ
の
L
L

に
子
州
き
の
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
を
は
っ
た
り
、
川
川
抜
附
い
た

り
し
て
、
胤
川以
や
人
物
な
ど
の
ワ

μ

を
は
る
。
こ
れ
ら
の
つ
ぎ
は
ぎ
の
版

下
を
つ
く
っ
て
最
後
に
製
版
し
て
、

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や
り
ト
グ
ラ
フ

に
刷
る
と
い
う
過
引
を
た
ど
る
。

版
州
は
、
人
川
の

rや
絵
の
日
の

川
に
版
を
川
く
と
い
う
必
ぶ
が
あ
る
。

柿
本
の
均
九
け
も
こ
の
よ
う
な
制限
維
な

技
法
に
よ
っ
て
、
版
は
間
接
性
を
明

大
し
て
い
く
。
完
成
し
た
作
品
は
ま

さ
し
く
現
代
の
心
の
胤
民
を
、
澄
明

な
風
の
よ
う
に
ド
火
山
す
る
。

・メ

・
川
学
ぶ
此

九
引
火
ノl

－
絵
例
、S
、写
真
、
彫
刻
・
工芸

｜

常
設
展
あ
さ
ひ
の
美
術

j
%
ま
で

一
般
2
0
0円
小

中

高

1
0
0円

休
館
火
般
財

i・.Jil下

淀川：rll

’i’ti~J l•f 

.ti•','(UJf 

人向lllf

,:_!! 
. , 
ポi

口

匂よω
一，一吻” 視：

..:・ 
守‘ぜ寸い・；i
~11〆3品，...，，，.、

E
占有ル－
u

v’v
山
叩

）
 

1
J
 

H
J
J
 

（
 

・3W
山ハ

－

f
 

y

．，J 
－｛
 

打。：auu 
ハ
o

q
L
 

，，，， 
円／－

おしあわせに

，よl

人

夫

3主

下

述

手II

？？ 

i
 

i
 

｜
 
川
中
L

，

1党

I
 

l
 

i1'i ;]<lllf 

ltl 

1Hj 

/.;. 

を

(96) 

(91) 

(68) 

(62) 

(89) 

ご めいふく

ーー山

μ

印1

治

ゆきい

ヨチ

i的

！防

十、！

「l

上

水

川

古

川

－－E
－－－－
E
E

－－－－－－－
E
 

末

ιu
－－－－－
z
t

・司la

．、

lB
 

dvH

－
 

(77) シズエ大

絞(82) ナノ、｜｜｜ Jg] 

(76) ましい｜｜｜ 篠 ~f 

20-

之
ち
ら
広
報
室

V
今
年
も
成
人
式
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
会
財
で
は
悦
川
世
話
で
辿
絡
を

取
り
行
う
光
妓
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
や
桝
川川
辺
話
は
い
材
育
に
と
っ
て
は

必
需
川
の

一
つ
で
す
。
た
だ
、
阪
り

そ
で
安
に
帥
川
市
．
屯
ぷ
は
州
と
な
く
地

和
感
が
あ
り
ま
し
た

マ
と
こ
ろ
で
、

「
成
人
の
け
」
は
、
川
肌
什
法
の
改
正

に
よ
り
、

今
年
は

一
円
卜
川
で
し
た
。

県
内
で
は
八
け
か
ら
十
日
に
か
け
分

散
し
て
成
人
式
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
。
ち
な
み
に
米
作
の

「成
人
の
け
』

は
一
川
八
け
で
す
V
J
ハ
に
人
り
4
1

の
M
…
い
け
が
い恥
い
て
い
ま
し
た
が
、

「ト
八
%、
」
の
．

一十

一
日
に
当
が
降
り
、

よ
う
や
く
北
附
の
冬
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
暖
冬
と
一口
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
耐
え
だ
け
は
万
全
に
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。
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